
♪
雲
に
そ
び
ゆ
る
高

千
穂
の
♪
は
紀
元
節
の

歌
。
小
学
生
時
代

6
年

間

2
月

11
日
に
学
校
で
歌
っ
た
。

当
時
は
天
皇
は
神
様
、
そ
の
祖
先

天
照
大
神
の
孫
で
あ
る
瓊
瓊
杵
尊

（
に
に
ぎ
の
み
こ
と
）

が
、
葦
原
中
国

（
日
本
）

平
定
統
治
の
た
め
に
「
高

千
穂
の
峰
（
宮
崎
県
）
」
に
降
臨
し

た
日
本
神
話
か
ら
そ
の
子
孫
『
古

事
記
』
で
は
神
倭
伊
波
礼
琵
古
命

（
か
む
や
ま
と
い
わ
れ
ひ
こ
の
み
こ
と
）

の
神
武
天
皇
が
初
代
天
皇
即
位
さ

れ
日
（
紀
元
前

7
1
1

年

2
月

11

日
）
を
紀
元
節
と
し
た
。
今
は
建

国
記
念
日
（
国
民
の
祝
日
）

で
あ
る
。

毎
年
違
和
感
を
感
じ
る
そ
の
日

の
毎
日
新
聞
「
余
禄
」
に

【
浅
間
焼
け
に
て
上
州
武
州
数
百

村
、
砂
振
り
泥
押
し
の
難
儀
、
大

方
な
ら
ず
」
と
い
う
天
命
の
浅
間

山
噴
火
の
時
の
こ
と
だ
。
泥
流
に

埋
ま
っ
た
川
の
復
旧
を
行
な
う
人
々

の
中
に
、
ざ
る
で
土
を
運
ぶ

10

歳
ほ
ど
の
男
の
子
が
い
た
。

聞
け
ば
近
村
の
富
農
の
子
と
い
う
。

古
老
の
話
で
は
子
の
親
は
こ
う
言
っ

て
出
仕
さ
せ
て
い
る

の
だ
と
い
う
。｢

噴

火
で
民
が
困
窮
し
、

公
儀
も
巨
費
を
か
け

て
復
興
に
取
組
ん
で

い
る
。
余
裕
の
あ
る

暮
ら
し
を
自
分
ら
は
安
居
し
て
い

れ
ら
な
い
。
子
に
は
身
を
も
っ
て

こ
の
事
態
を
わ
き
ま
え
さ
せ
た
い
」

以
下
は
略
す
】

こ
れ
を
読
ん
で
連
日
報
道
の
鹿

児
島
宮
崎
県
境
新
燃
岳
の
噴
火
ニ
ュ
ー

ス
の
連
想
で
、
紀
元
節
・
高
千
穂
・

宮
崎
・
東
国
原
が
頭
に
浮
ん
だ
。

宮
崎
は
昭
和

30
～

40
年
頃
は

新
婚
旅
行
の
メ
ッ
カ
・
温
暖
な
所

で
プ
ロ
野
球
の
キ
ャ
ン
プ
地
で
も

あ
る
。
そ
の
宮
崎
に
ビ
ー
ト
た
け

し
の
弟
子
そ
の
ま
ま
東
氏
（
東
国

原
英
夫
氏
）

が
、
県
知
事
（
無
所
属
）

当
選
、
直
後
に
高
病
原
性
鳥
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生
～
牛
、
豚
、

の
口
蹄
疫
発
症
が2

0
1
0

年

3
月

頃
発
生
。
今
年
の

1
月

20
日
宮

崎
県
知
事
を
任
期
満
了
に
よ
り
退

任
し
た
直
後
新
燃
岳
の
噴
火
し
た
。

更
に

1
月

22
日

宮
崎
市
佐
土
原

町
の
農
場
で
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

感
染
が
見
つ
か
っ
た
。

今
こ
そ
「
（
宮
崎
を
）
ど
げ
ん
か

せ
ん
と
い
か
ん
」

時
に

、

前

宮

崎

県
知

事
の

東
国

原
英

夫
氏

が

都

知
事
に

出

馬
を

前
提
に

準
備
を

進
め
、

政

治

活

動
の
拠
点
を
東
京
に
移
し
て
い
る

と
報
道
さ
れ
て
い
る
。

知
事
時
代
「
宮
崎
の
セ
ー
ル
ス

マ
ン
」
と
自
称
し
て
ハ
デ
に｢

マ

ス
コ
ミ
」
に
出
て
い
た
が
、
度
重

な
る
災
難
苦
し
ん
で
い
る
宮
崎
県

民
に
何
ら
か
の
行
動
を
し
た
と
言

う
ニ
ュ
ー
ス
は
聞
こ
え
て
こ
な
い
。

セ
ー
ル
ス
マ
ン
は
、
ア
フ
タ
ー
サ
ー

ビ
ス
（
事
後
責
任
）
が
伴
な
う
の

が
当
た
り
前
。
ま
た
宮
崎
産
と
い

う
高
品
質
な
も
の
が
有
っ
て｢

セ
ー

ル
ス
」
が
し
や
す
か
っ
た
の
で

「
マ
ン
＝
知
事
」
の
力
は
そ
の
品

質
の
土
台
が
有
っ
た
か
ら
「
セ
ー

ル
ス
成
果
」
が
あ
が
っ
た
と
思
う
。

東
京
都
は

既
に
世
界
に

知
ら
れ
た
超

大
都
市
。
今

は
売
れ
す
ぎ

て
「
セ
ー
ル
ス
マ
ン
〕
不
要
。

下
じ
も
と
の
パ
イ
プ
が
詰
ま
り
か

け
て
る
そ
う
だ
か
ら｢
掃
除
屋
」

さ
ん
は
要
る
と
お
江
戸
の
人
は
思
っ

て
い
る
で
し
ょ
う
が
・
・
。
知
事

〈
政
治
）
は
「
気
楽
な
稼
業
と
き

た
も
ん
だ
〈
植
木
等
）
」
で
は
な

い
だ
ろ
う
。
そ
ん
な
こ
と
は
マ
サ

カ
と
思
う
が
、
「
そ
の
ま
ん
ま
東

（
京
都
）
へ
」
で
は
お
宮
（
崎
）

さ

ん
は
お
泣
き
や
す
ぇ
。
！
。

花
の
お
江
戸
も
舐
め
ら
れ
や
し
た

な

あ

。

キ

ャ

ッ

チ

コ

ピ

ー

の

「

ど
げ
ん
せ
ん
と
い
か
ん
」
は

江
戸
弁
で
ど
う
言
う
の
か
お
聞

き
し
た
い
も
ん
ど
す
。
（

お
聞
き
た

い
の
京
こ
と
ば
）

念
の
為
に
言
う
と

き
ま
す
け
ど
、
京
の
人
は
「
イ
ケ

ズ
＝
意
地
悪
」
や
か
ら
京
都
は
来

て
も
あ
き
ま
へ
ん
エ
！
。

ペ
ー
ジ
変
更

毎
号
こ
の
ペ
ー
ジ
に
前
月
開
催
の

｢

朝
粥
食
べ
て
お
シ
ャ
ベ
リ
会
」

報
告
を
掲
載
し
て
ま
し
た
が
、
今

号
は
２
ぺ
ー
ジ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

部
屋
付
き
バ
イ
ト
募
集

当
社
3
Ｆ
バ
ス
・
ト
イ
レ
・
キ
ッ

チ
ン
.
冷
暖
房
付
き
空
部
屋
あ
り
。

バ
イ
ト
勤
務
条
件
で
低
額
で
お
貸
し

し
ま
す
。
保
証
人
要
℡
下
さ
い
。
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▽
当
社
２
階
の
「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
集
」

は
24
席
の｢

カ
フ
ェ
」
も
兼
ね
た

ス
ペ
ー
ス
。
１
階
の｢

フ
ァ
ミ
マ
」

で
お
求
め
下
さ
っ
た
弁
当
な
ど
は

持
ち
込
み
可
と
し
て
い
る
。

▼
京
都
女
子
学
園
や
大
谷
高
校
の

生
徒
も
パ
ン
等
を
買
っ
て
そ
こ
で

食
べ
る
。
中
に
は
大
声
で
仲
間
話

や
、
行
儀
悪
い
子
た
ち
も
い
る
が

即
「
駄
目
だ
し
」
を
す
る
。

▽
最
近
は
そ
ん
な
必
要
が
無
く
な
っ

た
。
「
五
月
蝿
い
ジ
ジ
ィ
」
も
チ
ョ
ッ

ト
は
教
育
に
貢
献
出
来
た
ん
だ
と

喜
ん
で
い
た
。
昔
は
近
所
に
そ
ん

な
ジ
ジ
バ
バ
が
山
ほ
ど
い
た
。

▼
先
日
、
３
０
歳
代
の
子
連
れ
の

女
性
が
近
く
の｢

マ
ク
ド
」
の
商

品
を
持
ち
込
み
テ
ー
ブ
ル
席
に
座

ろ
う
と
し
た
。
他
店
の
も
の
は
困

る
と
告
げ
た
。

▽
「
何
故
で
す
か
！
」
と
不
満
顔

で
店
番
の
子
に
抗
議
す
る
母
親
？
。

「
マ
ク
ド
の
も
の
は
マ
ク
ド
で
」

と
い
う
と
２
度
と
来
る
か
の
顔
で

お
帰
り
下
さ
っ
た
。

▼
一
部
始
終
を
見
て
い
て
「
あ
れ

は
ヒ
ド
イ
な
ぁ
」
と
言
う
と｢

30

歳
代
の
女
性
に
時
々
あ
る
こ
と
」

と
の
返
事
。
ホ
ン
マ
！
。
学
生
生

徒
よ
り
悪
い
と
愕
い
た
。

▽
同
年
代
の
極
少
数
だ
と
思
う
が

今
回
は
黙
っ
て
い
た
が
、
次
に
そ

ん
な
場
面
に
出
く
わ
せ
ば｢

懇
々

と
お
節
介
」
を
す
る
覚
悟
を
し
た
。

子
連
れ
な
ら
尚
「
特
に
」
。

▼
子
は
親
を
見
て
育
つ
。
子
供
の

た
め
、
日
本
の
将
来
で
無
く
、
私

の
腹
の
虫
を
宥
め
る
た
め
に
だ
。

ー
ー

ど
ん
つ
き
ー
ー

宮
崎
県
の

災
難

日

本

名

門

酒

会

立

春

朝

搾

り

毎

年

恒

例

の

「

立

春

朝

搾

り

」

の

酒

が

今

年

は
全

国

三

十

八

三

蔵

元

で

醸

造

さ
れ

た

。

本

年

は

出

荷

時

お

宮

さ

ん

で

お

祓

い

を

受

け

る

場

面

な

ど

が

テ

レ

ビ

中

継

さ

れ

る

こ

と

も

有

り

、

一

日

で

１

７

万

９

千

本

販

売

出

来

た

と

本

部

か

ら

報

告

が

入

っ

た

。

当

社

は

例

年

ど

お

り

、

伏

見

「

月

の

桂

」

宮

津

「

ハ

ク

レ

イ
」

奈

良

「

春

鹿

」

の

三

蔵

の

酒

を

販

売

。

瓶

詰

め

作

業

お

祓

い

に

参

加

し

、

店

に

持

帰

り

ご

予

約

と

店

と

で

即

日

完

売

で

き

た
。

有

難

う

ご

ざ

い

ま

し

た

。



有
難
い

こ
と
で

す

。

「
ヨ
シ
ィ
ち
ゃ
ん
〈
編
集
者
）
」
は

今
月
、
満
年
令
の｢
喜
寿
」
を
迎

え
ら
れ
ま
し
た
。

幼
い
頃
は
病
弱
で
ク
レ
ゾ
ー
ル

の
匂
い
と
看
護
婦
さ
ん
に
囲
ま
れ

て
育
ち
ま
し
た
。
お
医
者
さ
ん
は

「
学
校
行
く
迄
育
た
な
い
だ
ろ
う
」

と
祖
母
に
言
っ
た
そ
う
で
す
。

虚
弱
児
扱
い
で｢

体
操
」
の
授
業

免
除
で
教
室
で
自
習
、
偏
食
で
野

菜
は
殆
ん
ど
食
べ
な
い
子
で
し
た
。

そ
ん
な
子
だ
か
ら
集
団
疎
開
は
駄

目
と
敗
戦
年
〈
六
年
生
）
祖
父
の

出
身
地
の
炭
山
〈
今
は
宇
治
市
）

の
親
戚
に
一
人
で
疎
開
し
ま
し
た
。

炭
山
は
当
時
、
電
気
水
道
ガ
ス

も
な
く
新
聞
〒
は
三
日
ま
と
め
て

く
る
、
京
阪
六
地
蔵
ま
で
は
約
一

時
間
余
歩
く
山
村
で
し
た
。
夜
は

ラ
ン
プ
、
燃
料
が
無
く
一
箇
所
残

し
消
さ
れ
ま
す
。
淋
し
く
て
布
団

の
中
で
静
か
に
泣
き
ま
し
た
。

親
戚
で
も
そ
の
家
の
習
慣
に
合

わ
せ
る
生
活
に
な
り
ま
す
。

朝
６
時
過
ぎ
に
起
き
、
お
く
ど
さ

ん
〈
竈
）
に
火
を
入
れ
湯
を
沸
か

し
お
粥
を
つ
く
り
朝
食
後
、
鶏
の

エ
サ
の｢

ハ
コ
ベ
」
を
摘
み
与
え
、

鳥
小
屋
掃
除
し
学
校
へ
。
学
校
か

ら
帰
る
と
、
「
割
木
柴
」
を
と
り

に
山
へ
、
終
わ
る
牛
の
世
話
を
す

る
。
全
く
村
の
子
と
同
じ
日
課
に

な
り
ま
し
た
。

ト
マ
ト
が
こ
ん
な
に
美
味
し
い
も

の
と
知
り
、
野
菜
が
殆
ん
ど
の
食

生
活
で
偏
食
は
治
り
、
最
初
一
束

し
か
運
べ
な
い｢

割
木
」
が
三
束

で
も
平
気
で
運
べ
る
身
体
に
な
り

ま
し
た
。
僅
か
六
ヶ
月
の
山
村
生

活
で
、
全
く
別
人
の
よ
う
な
健
康

体
に
な
っ
た
の
で
す
。
同
時
に
人

の
顔
色
を
読
む
、
辛
い
こ
と
で
も

少
々
は
我
慢
出
来
る
よ
う
に
な
っ

た
の
で
す
。

古
く
か
ら
「
他
人
の
飯
を
食
わ

せ
」
「
可
愛
い
子
に
は
旅
を
さ
せ
」

と
い
う
諺
が
あ
り
ま
す
。｢

今
の

若
い
者
は
・
・
」
と
続
け
る
と
つ

も
り
で
し
た
が
、
今
は
喜
寿
と
言
っ

て
も
壮
年
で
す
。
年
寄
り
は
相
撲

の
世
界
で
充
分
と
お
説
教
は
米
寿

ま
で
ヤ
メ
と
き
ま
す
。

追
＊
疎
開
当
時
何
度
も
歩
き
、
以

後
も
毎
年
先
祖
墓
地
、
友
人
も
居

る
炭
山
に
車
で
５
分
の
地
が
宅
地

開
発
さ
れ
平
成
４
年
に
そ
こ
に
住

み
店
に
通
っ
て
い
ま
す
。
宇
治
市

は
京
都
よ
り
ゴ
ミ
の
分
別
回
収
が

徹
底
し
、
殆
ん
ど
の
ゴ
ミ
が
出
せ

る
。
が
矢
張
り
京
都
が
良
い
、
隠

居
は
先
延
ば
し
し
て
も
う
一
頑
張

り
し
よ
う
か
な
？
し
ま
す
！
。
ご

支
援
を
！
。

ビ
ー
ル
大
手
４
社
の

10
年
12
月
期
連
結
決
算

。
国
内
ビ
ー
ル
市
場
が
頭
打
ち
で

も､

ア
サ
ヒ
・
サ
ッ
ポ
ロ
・
サ
ン

ト
リ
ー
は
新
興
国
、
そ
の
他
諸
々

系
列
会
社
の
利
益
等
を
加
え
て
過

去
最
高
の
利
益
と
聞
く
。
キ
リ
ン

も
前
年
比
を
割
っ
た
が
相
当
の
利

益
を
上
げ
て
い
る
。
消
費
者
金
融

大
手
で
会
社
更
生
手
続
き
中
の

「
武
富
士
」
の
元
専
務
贈
与
が
非

課
税
扱
い
訴
訟
で
、
国
は
納
付
済

み
分
そ
の
と
利
息
で
２
千
億
円
払

う
と
報
じ
ら
れ
た
。

ビ
ー
ル
会
社
と
サ
ラ
金
で
同
列
で

は
な
い
が
、
前
者
の
利
益
の
背
後

に
、
長
年
そ
れ
を
担
い
で
販
売
し

た
酒
小
売
店
は
激
減
し
て
い
る
こ

と
が
あ
る
。
後
者
は
サ
ラ
金
は
高

利
息
で
ぼ
ろ
儲
け
し
た
財
産
贈
与

相
続
分
が｢

基
」
で
あ
ろ
う
。
借

り
た
方
の
責
任
も
有
ろ
う
。
が
、

両
方
と
も
、
何
か
釈
然
と
し
な
い
。

序
で
の
も
う
一
つ
釈
然
と
し
な
い

い
の
は
先
日
公
表
さ
れ
た
政
治
家

さ
ん
た
ち
の
資
産
公
開
額
。

カ
ラ
ク
リ
か
、
ウ
ソ
を
付
い
て
い

る
と
し
か
思
え
な
い
大
き
な｢

金

額
」
が
並
ん
で
い
た
。｢

う
そ
つ

き
は
泥
棒
の
始
ま
り
」
で
し
た
ね
。
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ヨ
シ
ィ
ち
ゃ
ん
の

ひ
と
り
ご
と

可
愛
い

子
に
は

旅
を
さ
せ

疎開時通った宇治市立笠取

第二小：１００週記念誌より、

複式授業２教室でした。

2
/
20

2
月
第
3
日
曜

今
回
の
朝
粥
を
食
べ
る
前
、
お
話
は

藤
本
文
朗
様
（
滋
賀
大
学
名
誉
教
授
・

東
山
区
在
住
『
べ
ト
ち
ゃ
ん
、
ド
ク

ち
ゃ
ん
の
発
達
を
願
う
会
』
代
表)
に｢
ビ
デ
オ
」
を
見
な
が
ら
お
話
を

お
聞
き
し
ま
し
た
。

「
※
べ
ト
ち
ゃ
ん
、
ド
ク
ち
ゃ
ん
は
、

一
つ
の
骨
盤
、
直
腸
、
肛
門
を
共
有

し
た
二
重
胎
児
。
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
終

結6

年
後
（1

9
8
1

年
2
月
25
日
）
生
ま

れ
直
ぐ
に
ベ
ト
ド
ク
病
院
（
ベ
ト
ナ
ム

と
東
独
友
好
病
院
）
預
け
た
母
親
が
行
方

不
明
。
病
院
が
兄
を
ベ
ト
・
弟
に
ド

ク
と
命
名
し
た
。
兄
弟
に
母
は
ベ
ト

ナ
ム
戦
争
時
、
米
軍
機
の｢

枯
葉
剤

（
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
）
散
布
作
戦
で
汚
染
さ

れ
た
所
で
農
業
に
従
事
し
て
い
た
。

ベ
ト
ナ
ム
で
は
今
も
そ
の
影
響
で
障

害
等
が
多
く
発
生
し
て
い
る
。

藤
本
さ
ん
は1985

年
ホ
ー
チ
ミ
ン

市
ツ
ー
ズ
ー
病
院
に
移
っ

た
兄
弟
に
出
会
い
、
兄
弟

用
の
特
性
の
車
椅
子
を
贈
る
『
発
達

を
願
う
会
』
運
動
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

後
、
多
く
の
支
援
で
寄
贈
さ
れ
た

1988

年
兄
弟
の
奇
跡
的
な
分
離
手

術
が
成
功
。
弟
の
ド
ク
は2006

年
結

婚2009

年
双
子
が
生
ま
れ
る
。
兄
ベ

ト
は2007

年
死
亡
し
た
。
藤
本
さ
ん

は
「
平
和
・
人
間
性
・
つ
な
が
り
」

が
「
願
う
会
」
の
理
念
と
仰
っ
た
。

ビ
デ
オ
で
の
悲
惨
な
現
実
を
見
て

会
場
は
静
粛
、
京
都
で
松
葉
杖
で
身

体
を
支
活
発
に
サ
ッ
カ
ー
に
挑
戦
す

る
ド
ク
ち
ゃ
ん
の
姿
に
「
ウ
オ
ー
」

と
驚
嘆
の
歓
声
が
起
こ
っ
た
。
近
代

戦
争
の
惨
さ
を
改

め
て
知
っ
た
。

『
ベ
ト
と
ド
ク
と

日
本
の
絆
』
の

本
、
当
店
に
有
り

1
5
0
0

円
。

第
74
回
朝
粥
食
べ
て
お
シ
ャ
ベ
リ
会
報
告

ビデオに集中する参加者

お話される藤本文朗様

贈
ら
れ
た
車
椅
子
に
乗
る

分
離
手
術
前
の
兄
弟

ボ
ラ
ン
テ
ア
の
女
性
と

ド
ク
ち
ゃ
ん
結
婚
・

ご
案
内
を
同
封
し
て
い
ま
す
が

「
サ
カ
タ
ニ
友
の
会
」
は
毎
年

３
月
末
で
次
年
会
費
１
２
０
０

円
を
戴
き
「
カ
ー
ド
（
会
員
様

資
格
）
を
更
新
い
た
だ
い
て
ま

す
。
そ
の
時
期
に
な
り
ま
し
た

宜

し

く

お

願

い

致

し

ま

す

。

「
吹
け
ば
飛
ぶ
よ
う
な
小
さ
い

会
社
が
偉
そ
う
に
会
費
を
取
よ
っ

て
！
」
と
お
怒
り
の
方
が
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
２
６
年
間
そ

れ
で
進
ん
で
来
た
頑
固
者
に
免

じ
て
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

友
だ
ち
（
会
員
様
）
は
裏
切
ら

な
い
よ
う
努
力
を
重
ね
ま
す
。

お
知
り
合
い
も
お
誘
い
下
さ
い
。

サ
カ
タ
ニ
友
の
会

会
員
カ
ー
ド
更
新
の
お
願
い



今
回
か
ら
連
載
の
「
市
電
が
走
っ

た
街
」
（
福
田
静
二
様
）
の
第
一

話
は｢

七
条
大
橋
」
か
ら
始
ま
り

ま
し
た
。｢

こ
こ
ろ
坂
」
は
そ
の

橋
の
東
詰
が｣

ス
タ
ー
ト
地
点
。

写
真
も
共
用
で
き
る
の
で
こ
の
橋

（
再
度
）
を
取
上
げ
ま
し
た
。

こ
の
橋
は1

9
1
3

年
（
大
2
）
４

月

14
日
開
通
式
が
行
わ
れ
本
町

11
丁
目
市
田
宇
兵
衛
ご
夫
妻
・
校

区
生
徒

3
5
0
0

人
が
「
渡
始
め
」

参
加
し
た
。
以
来

98
年
間
鴨
川
の

他
の
橋
は
洪
水
で
流
失
や
付
替
え

さ
れ
た
が
、
こ
の
橋
は
耐
え
た
明

治
期
の
欧
風
様
式
を
姿
を
残
し
貴

重
な
都
市
遺
産
で
も
あ
り
ま
す
。

明
治
末
、
京
都
が
近
代
都
市
へ

脱
皮
す
る
大
規
模
な
都
市
改
造
の

一
端
で
、
七
条
通
を
市
電
が
走
れ

る
幅
に
拡
げ
、
橋
完
成
後
、
二
代

目
京
都
駅
（
写
真
）
完
成
、
駅
前
に

市
電
タ
ー
ミ
ナ
ル
も
出
来
ま
し
た
。

七
条
大
橋
は
橋
の
長
さ
疏
水
上
も

入
れ
て
１
１
２
ｍ
、
幅
員
は
１
８

ｍ
、
東
京
大
学
教
授
で
あ
っ
た
柴

田
畦
作
先
生
の
設
計
、
デ
ザ
イ
ン

に
は
セ
セ
ッ
シ
ョ
ン
（
分
離
派
）

風

意
匠
が
採
用
さ
れ
、
下
部
工
か
ら

ア
ー
チ
部
、
高
欄
ま
で
御
影
石
が

張
ら
れ
そ
の
一
体
感
で
、
安
定
感

が
あ
る
り
ま
し
た
。

当
時
の
鋳
鉄

製
の
高
欄
は
、

戦
時
に
供
出

さ
れ
、
四
条

大
橋
や
他
の

橋
の
高
欄
は

復
元
、
改
修

さ
た
が
七
条

大
橋
は
戦
後

３
０
年
以
上

木
製
で
腐
り
か
け
た
状
態
の
マ
マ

で
し
た
。
余
り
に
も
醜
い
状
態
で

し
た
の
で
、
編
集
者
は
当
時K

B
S
放
送
「
池
田
幾
三
の
ザ
・
ト
ゥ
デ
ィ
ー
？
」

今
号
か
ら
、
京
都
を
走
っ
て
い

た
市
電
の
停
留
所
ご
と
に
、
付
近

の
来
歴
や
思
い
出
を
綴
っ
て
い
く

こ
と
に
し
ま
し
た
。

京
都
の
市
電
は
昭
和
五
十
三
年

に
全
廃
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
で

三
十
三
年
の
歳
月
が
流
れ
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。

に
こ
の
橋
の
状
況
を
投
稿
し
ま
し

た
。
そ
れ
が
放
送
さ
れ
た
直
後
、

木
が
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
」
に
変
り
、

更
に

1
9
8
6

年
（
昭
61
）
現
在
の

「
通
し
矢
」
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
現

在
の
デ
ザ
イ
ン
の
高
欄
に
な
っ
た

の
で
す
。

実
に

47
年
間
七
条
大
橋
は
戦
時
中

の
姿
だ
っ
た
の
で
す
。

橋
が
人

間
で
あ
れ
ば
「
数
々
の
鴨
川
の
洪

水
に
耐
え
て
一
人
（
橋
）
で
踏
ん

張
っ
て
辛
抱
し
て

98
年
。
そ
や
さ

か
い
、
汚
れ
て
シ
ミ
も
出
来
も
し

ま
し
た
が
、
お
化
粧
直
し
は
無
く

私
は
市
電
が
廃
止
さ
れ
る
の
を

惜
し
ん
で
、
撮
影
記
録
を
行
い
ま

し
た
が
、
そ
の
一
部
は
、
サ
カ
タ

ニ
さ
ん
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
発
表
さ

せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
い
ま
、
市

電
が
走
っ
て
い
た
街
角
に
立
っ
て

も
、
そ
れ
を
偲
ぶ
も
の
は
何
も
な

く
、
街
並
み
そ
の
も
の
が
変
わ
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
改
め
て
そ
の

歳
月
の
長
さ
を
感
じ
ま
す
。で

は

、

サ

カ

タ

ニ

さ

ん
の

前

を
走
っ
て
い
た
七
条
線

か
ら
始
め
る
こ
と
に
し

ま
し
ょ
う
。

市
電
時
代
に
は
、
鴨

川
沿
い
に
京
阪
電
車
が

走
っ
て
い
ま
し
た
。

七
条
大
橋
で
は
市
電
と

平
面
交
差
し
て
い
て
、

ワ
テ
よ
り
人
通
り
が
少
な
い
橋
で

も
歩
道
は
綺
麗
な
の
に
、
ワ
テ
は

粗
末
な
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
。
街
路
灯

も
チ
ョ
ト
体
裁
が
悪
お
す
な
ぁ
」

と
ボ
ヤ
ク
で
し
ょ
う
。
古
い
京
都

は
「
上
（
か
み
）
下
（
し
も
）
」
は
地
位

の
差
で
も
使
わ
れ
た
。
マ
ダ
残
っ

て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
こ
と
が
あ

る
。
七
条
は
下
（
し
も
）
ど
っ
さ

か
い
。
ヒ
ガ
ム
。

電
車
が
渡
る
た
び
に
大
き
な
ク
ロ
ッ

シ
ン
グ
音
が
響
い
て
い
ま
し
た
。

今
も
「
ゴ
ト
ゴ
ト
ゴ
ト
」
の
音
が

私
の
耳
元
に
残
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
市
電
七
条
線
は
昭
和
五
十
三

年
に
廃
止
、
京
阪
も
昭
和
六
十
二

年
に
地
下
に
潜
り
、
七
条
大
橋
か

ら
電
車
の
姿
が
消
え
ま
し
た
。

さ
て
、
市
電
と
京
阪
、
開
通
は

京
阪
の
方
が
先
で
し
た
。

前
号
ま
で
の
沖
中
忠
順
さ
ん
の

「
京
阪
電
車
走
り
続
け
て
百
年
」

に
も
記
さ
れ
て
い
ま
す
よ
う
に
、

明
治
四
十
三
年
に
京
阪
が
開
業
。

当
時
は
、
ひ
と
つ
上
流
の
正
面
橋

に
「
大
仏
前
」
、
ひ
と
つ
下
流
の

塩
小
路
橋
に
「
塩
小
路
」
の
駅
が

で
き
ま
し
た
。
大
仏
詣
で
や
京
都

駅
へ
向
か
う
便
宜
を
図
っ
て
、
両

駅
が
設
け
ら
れ
た
よ
う
で
、
七
条

通
に
は
ま
だ
駅
が
な
く
、
市
電
開

通
前
の
狭
い
道
路
で
し
た
。
そ
の

後
、
七
条
通
が
拡
幅
さ
れ
、
市
電

七
条
線
が
走
り
始
め
ま
す
。
大
正

二
年
の
こ
と
で
、
こ
の
時
に
、
京

阪
に
も
七
条
駅
が
設
け
ら
れ
ま
す
。

こ
の
結
果
、
市
電
か
ら
京
阪
へ
、

京
阪
か
ら
市
電
へ
の
連
絡
乗
車
が

可
能
に
な
り
、
停
留
所
付
近
は
、

い
つ
も
乗
換
客
で
賑
わ
う
よ
う
に

な
り
ま
す
。
で
も
現
在
の
よ
う
に

歩
道
も
な
く
、
自
動
車
の
波
を
か

き
分
け
、
怖
い
思
い
を
し
て
電
車

に
乗
っ
た
も
の
で
す
。

当
時
の
市
電
の
停
留
所
名
は
「
七

条
大
橋
東
詰
」
で
し
た
が
、
後
年

「
七
条
大
橋
」
に
改
称
さ
れ
て
い

ま
す
。
七
条
大
橋
は
、
正
し
く
は

「
し
ち
じ
ょ
う
」
で
す
が
、「
し
じ
ょ

う
（
四
条
）」
と
の
誤
認
を
嫌
っ
て
、

と
く
に
運
輸
関
係
者
の
間
で
は
、

「
な
な
じ
ょ
う
」
と
呼
ば
れ
て
い

ま
し
た
。
七
条
大
橋
を
渡
っ
て
き

た
市
電
６
号
系
統
、
烏
丸
車
庫
行

き
が
見
え
ま
し
た
。
さ
あ
、
こ
の

電
車
に
乗
っ
て
、
京
都
を
巡
る
小

さ
な
旅
に
出
か
け
ま
し
ょ
う
。

※
：
福
田
静
二
様
は
京
都
の
他
に
大
阪･

神
戸

市
電
の
本
を
編
集
出
版
さ
れ
て
い
ま
す

。
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京
都
＆

東
山

ぶ
ら
り
ピ
カ
リ
26

京
都
・

七
条
こ
こ
ろ
坂

②

七
条
大
橋

市
電
が

走
っ
た

街

京
都
を

巡
る

①

福
田
静
二

七条大橋からは東山の
穏やかな稜線が望めた。
今も同じ姿。鴨川に架かる
橋の中では最も古い

市電と京阪電車が交差する。
昭和53年の市電廃止まで

見られた

今
も
あ
る
竣
工
時
の

銘
板
・

ひ
ら
か
な
は

ち
で
う
お
ほ
は
し



明

治
末
か

ら
大
４
年
こ
ろ
ま
で
七
条
付
近
は

官
鉄
（
国
鉄
）
東
海
道
線
東
山
ト
ン

ネ
ル
工
事
と
七
条
通
（
北
側
民
家
取

壊
し
）

拡
幅
七
条
大
橋
完
成
、
市

電
路
線
開
通
と
大
変
動
期
で
し
た
。

そ
の
勢
い
で
商
売
も
繁
盛
し
ま
す
。

祖
父
は
、
父
竹
次
郎
没
後
（
大
2）
、

妹
と
弟
二
人
を
結
婚
さ
せ
、
上
の

弟
は
吉
田
二
本
松
町
で
酒
屋
。
下

は
縄
手
三
条
下
が
る
で
米
屋
と
し

て
分
家
を
さ
せ
て
い
ま
す
。
主
家

引
継
ぎ
借
財
の
返
済
も
完
了
し
、

1
9
2
3

年
（
大
12
）
、
に
四
軒
西
の
家

を
借
り
「
○
津
」
の
屋
号
を
「
酒

谷
本
店
」
と
代
え
ま
し
た
。
そ
の

家
は
間
口
２
間
半
奥
行
き
16
間
の

母
屋
と
蔵
の
間
に
庭
の
あ
る
京
町

屋
で
し
た
。

店
は
カ
ウ
ン
タ
ー1

5

席
の
居
酒

屋
部
分
と
壁
面
に
四
斗
樽
（
本
樽
・

ひ
と
樽
と
言
う
）

が
六
つ
置
い
て

「
量
り
売
り
」
を
す
る
小
売
部
分

に
分
け
営
業
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
辺
り
は
「
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
」

で
職
人
さ
ん
の
多
い
町
。
徳
利
で

酒
の
計
り
売
り
を
買
い
に
く
る
子

供
（
昔
は
子
供
も
良
く
働
い
た
）
に
は

「
紙
風
船
」

な

ど

の

「
お
駄
賃
」
。

呑
み
に
来

た
お
客
に
は
「
塩
豆
」
を
サ
ー
ビ

ス
す
る
な
ど
し
、
住
込
み
の
番
頭
、

丁
稚
女
中
さ
ん
も
多
く
い
ま
し
た
。

店
の
奥
の
蔵
に
は
酒
桶
が
五
本
と

琺
瑯
の
タ
ン
ク
一
つ
置
い
て
有
り

ま
し
た
。
（
写
真
は
梅
乃
宿
さ
ん
の
酒

木
桶
だ
が
、
我
家
の
は
「
京
細
の
酒
木
桶
」

で
モ
ッ
ト
細
く
で
梯
子
も
三
段
）

1
9
4
4

年
（
昭
19
）
酒
税
の
課
税
基

準
が
造
石
高
か
ら
庫
出
高
に
変
更

さ
れ
る
ま
で
は
、
蔵
元
で
原
酒
を

買
い
「
割
り
水
調
合
」
し
瓶
や
徳

利
に
詰
め
店
の
商
標
を
つ
け
て
販

売
。
伏
見
や
近
所
の
酒
蔵
か
ら
買

い
、
蔵
に
あ
る
木
桶
か
ら
を
利
き

酒
し
て
極
め
て
い
ま
し
た
。
水
は

金
な
り
と

井
戸
を
大

切
に
し
て

い
ま
し
た
。

（
戦
争
で
配

給
で
な
り
酒

が
な
く
な
り

終
わ
る
）

わ
が
店
で
は
上
等
酒
は
神
馬
（ｼ

ﾝ

ﾒ

）･

並
酒
は
喜
賞(
ｷ
ｼ
ｮ
ｳ

）
で
販

売
、
分
家
別
家
や
親
類
友
人
に

｢

酒
場
」
の
営
業
を
勧
め
「
神
馬
」

を
売
る
店
が
七
軒
出
来
て
、

千

本
中
立
売
上
る
西
側
の
「
神
馬
酒

場
（
右
の
写
真
）
」
は
そ
の
流
れ
の

店
。
私
の
妹
婿
が
先
代
か
ら
引
継

ぎ
経
営
し
て
い
て
、
い
ま
は
料
理

は
祇
園
有
名
店
で
修
行
し
た
甥
が

担
当
、
近
頃
は

チ
ョ
ッ
ト
名
が

知
ら
れ
た
「
酒
場
」
に
な
っ
て
い

ま
す
。
〈
酒
は
佐
々
木
酒
造
分
の
み
納

入
）
喜
一
郎
は
、
借
家9

軒
と1

9
4
1

年
〈
昭1

6

）
東
隣
の
家
を
購
入
、

改
築
し
「
酒
場
」
を
つ
く
り
、
番

頭
に
経
営
を
さ
せ
た
が
戦
死
し
祖

母
が
後
を
引
き
受
け
。
戦
時
中
は

「
国
民
酒
場
」
に
指
定
さ
れ
大
繁

盛
で
し
た
（
敗
戦
間
際
酒
が
無
く
休
業
）

喜
一
郎
は
敗
戦
直
後
58
歳
で
亡
く

な
り
、
財
産
は
相
続
は
男
子
一
人
っ

子
で
長
男
の
父
一
郎
が
し
ま
し
た
。

騎
馬
民
族
征
服
説
に
よ
れ
ば
、

第
一
次
加
羅
系
集
団
と
第
二
次

百
済
系
集
団
の
渡
来
が
あ
り
ま

し
た
。

第
一
次
加
羅
系
集
団
・
・
騎
馬

軍
団
を
有
し
た
崇
神
天
皇
は
、

3
4
2

年
頃
南
加
羅
の
国
王
と
な

り
、3

5
0

年
頃
に
倭
国
に
渡
来

し
て
大
和
盆
地
の
纏
向
に
王
都

を
建
設
し
、
加
羅
と
日
本
列
島

内
に
ま
た
が
る
連
合
王
国
を
築

い
た
。
第
二
次
百
済
系
集
団
・
・

百
済
・
蓋
鹵
王
（
在
位4

5
5
~
4
7

5

）
の
弟
・
昆
支
（4

4
0
~
5
0
6

）

が
461
年
に
蓋
鹵
王
の
命
で
倭
国

に
渡
来
し
て
崇
神
王
朝
の
入
り

婿
と
な
り
、
後
に
応
神
天
皇
と

な
っ
た
・
・
今
そ
れ
ら
の
根
拠

は
割
愛
。
騎
馬
民
族
征
服
説
に

よ
れ
ば
古
代
の
大
事
件
が
う
ま

く
説
明
出
来
る
の
で
す
。

①
高
句
麗
の
広
開
土
王
（
在
位

3
9
1
~
4
1
2

）
の
碑
文
・
・
土
王

は
、4

0
0

年
に
歩
騎
五
万
を
派

遣
し
て
新
羅
城
に
満
ち
た
倭
軍

を
退
却
さ
せ
任
那
ま
で
追
撃
し

た
。
歩
騎
五
万
を
要
す
る
「
倭
」

は
相
当
な
勢
力
だ
っ
た
に
違
い

あ
り
ま
せ
ん
が
、
加
羅
と
日
本

列
島
に
ま
た
が
る
崇
神
王
朝
で

あ
れ
ば
理
解
で
き
ま
す
。

②
人
類
学
会
の
学
説
が
明
ら
か

に
し
た
古
墳
時
代
の
南
朝
鮮

人
の
大
量
渡
来
は
、
加
羅
系
集

団
と
百
済
系
集
団
の
渡
来
に
よ

る
も
の
と
理
解
で
き
ま
す
。

1
9
4
9
~
5
3

年
に
か
け
て
小
浜
基

次
が
大
規
模
な
和
人
の
生
体
計

測
（5

6
,
4
9
5

人
）
を
基
に
し
て
、

畿
内
人
は
東
北
・
裏
日
本
型
和

人
よ
り
も
朝
鮮
人
に
近
い
こ
と

を
明
ら
か
に
し
、
埴
原
和
郎
は

1
9
8
6

～
87
年
に
か
け
て
、
古
墳

時
代
と
さ
れ
て
い
る
四
世
紀
か

ら
七
世
紀
ま
で
の
間
に
、
控
え

目
に
み
て
も
100
万
人
以
上
の
渡

来
者
が
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。

応
神
の
親
衛
隊
・
東
漢
氏
が
応

神
天
皇
の
御
世
に
17
県
人
民
を

率
い
た
大
規
模
な
帰
化
を
し
て

い
る
の
は
そ
の
一
例
。

③
応
神
を
継
い
だ
継
体
天
皇

（4
5
0
~
5
3
1

）
が
百
済
に
任
那

の
四
県
を
割
譲
し
、
百
済
に
肩

入
れ
し
て
い
る
。

④6
6
3

年
に
百
済
復
興
の
た
め

中
大
兄
が
白
村
江
へ
大
軍
を

派
遣
。

謎
１
、
２
で
既
述
。

謎
４
も
「
百
済
か
ら
渡
来
し
た
応
神
天

皇
」
石
渡
信
一
郎
著
か
ら
全
面
的
引
用
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○
「
酒
屋

で
生
き
て･

･

・
・
」
欄
の
小
見
出
し
の
号

数
は
は
、
創
業
者
喜
一
郎
の
記

事
を
続
け
て
お
り
前
々
前
号
か

ら
変
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

●
喜
一
郎
と
同
じ
空
気
を
吸
っ

て
い
た
妹
（
当
時
２
歳
）
を
昨
年

亡
く
し
、
ご
近
所
身
内
で
も
ご

存
知
の
方
は
極
少
数
に
な
り
、

親
族
で
私
の
み
。

○
身
内
話
で
ご
迷
惑
で
し
ょ
う

が
そ
の
流
れ
の
中
で
編
集
者
の
、

店
の
今
が
あ
り
、
そ
の
つ
な
が

り
が
「
と
ん
か
ら
り
ん
」
に
至
っ

た
と
お
諦
め
く
だ
さ
い
。

●
祖
母
が
生
き
て
た
ら
「
因
縁

と
思
っ
と
く
り
ゃ
す
」
と
言
う

で
し
ょ
う
。
「
縁
＝
つ
な
が
り
」

は
自
分
で
計
り
知
れ
な
い
こ
と

が
マ
マ
（
多
く
）
起
り
ま
す
。

○
最
近
は｢

つ
な
が
り
」
が
ブ

ツ
ブ
ニ
切
ら
れ
悲
惨
で
醜
い
事

件
が
増
え
、
逆
に
「
つ
な
が
り
」

を
利
用
し
た
詐
欺
事
件
も
増
え

て
い
ま
す
。

忠
告

・
孫
の
声
色
覚
え
る
べ
し
！

●
「
つ
な
が
り
」
を
切
る
包
丁

は
昔
も
今
も
金
。
諺
曰
く
「
金

の
切
れ
目
は
縁
の
切
れ
目
」
正

解
に
近
い
が
、
そ
れ
で
は
チ
ョ
ッ

ト
淋
し
い
と
思
い
ま
せ
ん
か
？
・
？
。

○
人
（
ホ
モ
サ
ピ
エ
ン
ス
）

は
何
十

万
年
前
年
か
ら｢

群
れ
」
で
大

敵
か
ら
身
を
守
り
生
き
て
き
た

動
物
。
言
葉
も
文
字
も
そ
の
コ

ミ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
用
で
す
。

●
「
つ
な
が
り
」
は
人
類
に
不

可
欠
な
も
の
と
「
と
ん
か
ら
り

ん
」
は
思
い
ま
す
。
「
集
ま
る

力
」
の
大
き
さ
を
ピ
ラ
ミ
ッ
ド

（
エ
ジ
プ
ト
）

で
再
認
識
し
た
。

酒
屋
で
生
き
て

生
か
さ
れ
て

編
集
後
記

第
五
十
七
話

③

創
業
者

喜
一
郎

日
本
古
代
史

の

謎

４

清
水
克
彦

応神帝御影
『集古十種』


